
継手施工者（　　　　　　　　　　　　　　）

※1　ロックリングが正規の位置にあるか確認する。
※2　受け口端面と押輪の間に0.5mmの隙間ゲージが入らないこと。
注1）　挿し口突部の無い挿し口を接合する場合は、抜け止め押輪を使用すること。
注2)　一方から順次配管していく場合にはA寸法、せめ配管の場合はy1寸法を記入すること。
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切管挿し口の白線Bの明示
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（ii）せめ配管の場合
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呼び径 規格値 許容変位量

φ50 95mm≦A≦105mm X＝5mm

呼び径 規格値

φ50 y1=220mm
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